　係留場所への各艇の移動が完了し何よりと思っています。また、これに汗を流しながら尽力してくださいました方々には、お疲れ様でしたと心から感謝と御礼を申し上げます。
　さて、係留場所の台船で休憩中の話題として出ていた、ガソリンスタンドでポリ缶で軽油を買うことが出来るのか否か～と言うことですが～。

　自信が無かったので調べてみました。その基本部分を下記しましたのでご一読のうえ対応頂けたら幸です。

　尚、消防法が基本となり運用されていますが、それに加え県や市の条例等で若干異なる運用もあろうかと思いますので、その点は留意願います。
１、ガソリンスタンドでの給油行為
ガソリンスタンドはスタッフが給油するフルサービス型スタンドとお客様自身で給油するセルフ型がありますが、どちらも自走車両の燃料タンクへの直接「給油」のみ可能ですが、それ以外の「容器」への「注油」は一切禁止です。

２、「給油」と「注油」の違い
　　「給油」とは　車両等の「燃料タンクに直接燃料」を入れること
　　　「注油」とは　車両等以外の「容器」に燃料を入れること

　　　
３、但し、消防法ではスタッフが給油、注油する「フルサービス型スタンド」では、「一定の量以下」並びに「消防法に合致した容器」であればガソリン、灯油、軽油の「注油、販売」が出来ると規定しています。
４、　従って「セルフスタンドでの容器への「注油」は燃料の油種、数量を問わず一切禁止」です。
＜　消防法違反でスタンド側がその責任を問われます。＞

５、運搬並びに運搬容器
車両以外の容器に注油販売すると言うことは、そのまま燃料が入った容器が移動することに繫がる。つまり「運搬」行為が伴います。

その場合規格認定を受けた「運搬容器」を用いなければなりません。

　　　　　　　　　　　　最大容積　　　　第四類　　　　　　第四類

　　　　　容器の種類　（リットル）　　危険等級II　　　　危険等級III

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガソリンなど）　（灯油、軽油など）

　　　　　金属製容器　　　 60 　　　　　○　　　　　　　　○

　　　　　プラスチック容器 10 　　　　　○　　　　　　　　○

　　　　　プラスチック容器 30 　　　　　－　　　　　　　　○

　　　　（危険物の規制に関する規則 別表第3の2［液体用の運搬容器の基準］）
６、貯蔵
　　　燃料を使うまでの間は「貯蔵」と言います～～
　　　次の容量（指定数量）以下であれば特段の貯蔵設備は不要です。

　　（勿論、容器は先の運搬容器基準を満たしていることが前提です）

　　　　　　　　　ガソリンは　　２００　リッター

　　　　　　　　　灯油は　　　１０００　リッター

軽油は　　　１０００　リッター
